
和歌山県立和歌山工業高等学校 通し番号 Ｆ００１

教 科 工 業 科 目 工業技術基礎 履修学年 １年

単位数 ３単位 科・系 電気科 担 当 者

教科・科目 電気基礎に関する基礎理論及び電気工作、電気工事の基礎技術を実際の
の目標 作業を通して総合的に習得させる。作業上の安全管理、取り組む姿勢を

身につける。

使用教科書 工業技術基礎（実教出版）
・教材等 自作テキスト

提出物、授業中に取り組む姿勢などにより次の観点で評価する。
①知識・技能

評価の観点 ②思考・判断・表現
と ③主体的に取り組む態度

その方法 以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。
（１）製作物
（２）レポート、課題
（３）実習に取り組む姿勢、作業の感想文

学習方法・ １クラスを８班分けして２０人単位で実施する。
学習形態 基本的に計測・工作を６回でローテーションする。

作業をとおして各班ごとに基本的な知識・技術を身につけさせる。
レポートの書き方を習得する。

実習・製作が中心となる科目で、出席することが重要です。
留 意 点 定期考査はありません。
そ の 他 レポートの内容で評価。

また提出期限を守ることが大切です。



令和５年度学習進度予定表 F01R05 工業技術基礎

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

電気計測・電気工事・工作に
４月 ついて学習する。

〈計測〉 〈計測〉 〈計測〉
電流計・電圧計 電流計・電圧計の取扱い

一 ５月 オームの法則 オームの法則の測定と計算
学 方法を習得する。
期 電圧計の倍率器 電圧計の倍率器による測定

範囲の拡大
電流計の分流器 電流計の分流器による測定

６月 範囲の拡大
ﾎｲｰｽﾄﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ回路 ﾎｲｰｽﾄﾝﾌﾞﾘｯｼﾞ回路による抵

抗測定
電圧降下法 電圧降下法による中抵抗の

測定
７月 キルヒホッフの法則 キルヒホッフの法則による

測定と計算の習得の仕方
ＲＣ回路の充放電特性 ＲＣ回路の充放電特性

夏季休業

（計測） 導体の抵抗率の測定 導体の抵抗率を理解する。
９月

磁束の測定 磁束の特性を理解する。

乾電池の連続放電特性 乾電池の放電生を理解する。

交流波形の観測 交流波形を理解する。

二 10月 〈電気工事士〉
学 第２種電気工事士取得に向
期 〈電気工事士〉 電気工事：実技 けて実技の実習をする。単

線図から複線図に読み取る
作業を習得させ、電線接続、
器具接続等の単位作業をマ

11月 スターする。

資格に対する知識理解をす
12月 る。

冬季休業

１月 （工作） 〈工作〉 〈工作〉
テスタ（回路計）の組み立て テスタ（回路計）の組み立

三 ２月 る。 てを通して、ハンダ付けを
習得させると共に、テスタ

３月 の構成要素を理解し、測定
方法を習得する。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校(全) 通し番号 Ｆ００２

教 科 工 業 科 目 工 業 情 報 数 理 履修学年 １年

単位数 ３ 科 電 気 科 担 当 者

社会における情報化の進展およびコンピュータの役割を理解するととも
教科・科目 に、コンピュータの基礎的な技術を習得させ、実際に活用する能力を養
の目標 う。

使用教科書 実教出版 工業情報数理
・教材等 自作プリント ・計算技術検定問題集

定期考査、提出物、授業に取り組む姿勢などにより次の観点で評価す
る。
①知識・技能
②思考・判断・表現

評価の観点 ③主体的に学習に取り組む態度
と 以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。

その方法 （１）定期考査・小テスト
（２）課題
（３）授業に取り組む姿勢

学習方法・
学習形態 １クラスを２つのグループに分けて学習する。

履修者への
メッセージ パーソナルコンピュータおよび関数電卓を使用した学習は、個人によ

る理解度の差が出やすいので能力にあった指導が必要である。



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

情報と生活
４月 産業社会と情報技術 コンピュータの特徴 家庭生活や企業活動に、な

（ハード・ソフト） くてはならない存在になっ
コンピュータの利用 っているコンピュータの利
コンピュータの基本構成 用例等を学習する。
情報化社会の進展とモラル

一 ５月 コンピュータの基本操作 基本的な操作 コンピュータを自由に操作
学 コンピュータの使用と健康 できるようにキーボードの
期 操作を中心に基本的な取り

扱いを学習する。
ソフトウェアの基礎 オペレーションシステムと

６月 ソフトウェア プログラム作成による アプリケーションソフトウ
必要なソフトウェア ェアについて学習する。
プログラム言語

Ｃ言語によるプログラミン プログラムの作り方 C言語によるプログラミン
７月 グ 四則計算のプログラム グの基礎を学習する。

夏季休業

コンピュータのしくみや２
９月 ハードウェア データの表し方 進数、１０進数、１６進数

数の変換 について理解し相互変換が
２進数の変換 出来るようにする。また、
論理回路の基礎 AND・OR・NOT・NAND

・NORの働きを学習する。

二 10月 計算技術検定の学習 全国工業高等学校長協会 計算技術検定３級に合格出
学 計算技術検定３級の模擬問題 来る得点を取れるように学
期 習する。

情報技術検定の学習 全国工業高等学校長協会 情報技術検定３級に合格出
情報技術検定３級の模擬問題 来る得点を取れるように学

習する。
11月 論理回路の応用 一致回路やベン図から真理

値表を正確に示させるよう
に学習する。

コンピュータネットワーク データ通信とネットワーク データ通信やマルチメディ
12月 コンピュータ制御 マルチメディアの活用 ア、コンピュータ制御につ

コンピュータ制御 いて理解し、実際の生活に
おける働きについて理解で
きるように学習する。

冬季休業

１月 情報技術の活用と問題の発 マルチメディア マルチメディアについて理
三 見・解決 解し、実際の生活における
学 ２月 働きについて理解する。
期
３月 数理処理 表計算ソフトフェア 表計算について学習します。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ００３

教 科 工 業 科 目 電 気 回 路 履修学年 １ 年

単位数 ４ 科・系 電 気 科 担 当 者

電気の基本となる現象と、これを定量的に取り扱うことを学び、また、
教科・科目 電気的な各種の量の相互関係を理解するとともに、これらを活用する基
の目標 礎能力と態度を養うことを目標とする。

使用教科書 電気回路１，電気回路２ （実教出版）
・教材等 自作プリント

定期考査、提出物、授業に取り組む姿勢などにより次の観点で評価す
る。
①知識・技能
②思考・判断・表現

評価の観点 ③主体的に学習に取り組む態度
と 以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。

その方法 （１）定期考査・小テスト
（２）課題
（３）授業に取り組む姿勢

教室において４０人授業

学習方法・
学習形態

電気理論を理解しそれを解いていくには数学的な取り扱いが重要であ
る。そのため、電気現象がなぜ起こるのか、その現象を理解したうえで
計算により結果を求め理解をしていく必要がある。

留 意 点
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

電気回路と要素 ・電流・電圧・抵抗 電気工学を学ぶ上で最も重
４月 ・直流回路と計算 要な電流・電圧・抵抗につ

・導体材料の性質 いて、基本的な性質や取り
一 扱い方を理解する。
学
期
５月

静電気 ・静電気の性質 静電気の性質や働きについ
６月 ・静電容量とコンデンサ て理解する。

７月

夏季休業

直流回路 ・電流の発熱作用と電力 電流によって発生する熱お
９月 ・熱と電流との関係 よび化学作用について理解

・電流の化学作用と電池 する。

インダクタンスと磁気現象 ・磁界と磁束 磁気の働きや電流と磁気と
・電流のつくる磁界 の関係について理解する。

二 10月 ・磁性体と磁気回路
学 ・電磁力
期 ・電磁誘導

・自己誘導と自己インダクタ 電気工学と電子工学の重要
ンス な基礎となる電磁誘導作用
・相互誘導と相互インダクタ について理解する。
ンス

11月 ・インダクタンスの合成と磁
界のエネルギー

交流の基礎 ・いろいろな波形の交流 交流のうち最も多く使われ
12月 ・正弦波交流の表し方 る正弦波交流について、そ

の取扱いの基礎を理解する。

冬季休業

１月 交流の電流・電圧・電力 ・ベクトル表示 抵抗・コイル・コンデンサ
・RLCのはたらき の直列、並列の計算につい

三 て学ぶ。
学 ２月
期

３月

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ００４

教 科 工業 科 目 電気実習 履修学年 ２年

単位数 ６ 科・系 電気科 担 当 者

実験実習を通して電気理論・電気機器の理解を深める。
教科・科目
の目標

自作テキスト
使用教科書 第２種電気工事士テキスト
・教材等

提出物、授業に取り組む姿勢などにより次の観点で評価する。
①知識・技能
②思考・判断・表現
③主体的に取り組む態度

評価の観点 以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。
と （１）製作物

その方法 （２）レポート、課題
（３）実習に取り組む姿勢、作業の感想文

実験実習を通して電気理論の理解を深める。
実習Ａでは計測や機器に関する内容で作業やレポート作成を通して

学習方法・ 基本的な知識・理論を修得させる。
学習形態

実習Ｂでは製作と資格取得に重点を置きながら演習を行ないより
実践的な技術の習得を目指す。

実習・製作が中心となる科目で、出席することが重要です。
定期考査はありません。
レポートの内容で評価。

留 意 点 また提出期限を守ることが大切です。
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

【 実習Ａ 】 【 実習Ａ 】
４月 班編制し、右記の実習テーマ < 実習テーマ >

を行う。 ・絶縁・接地抵抗の測定 理論や特性を理解し接続方
・単相変圧器の三相接続 法や取扱い方などを習得す

【 実習Ｂ 】 ・シーケンス制御の基礎 る。また、テーマごとに必
第２種電気工事士筆記試験対 ・電力・力率の測定 ずレポートを作成し提出す

一 ５月 策 ・白熱電球の配光曲線 る。
学 班編制し、以下の内容の実 ・リアクタンスの測定
期 習を行う。 ・エプスタイン装置の鉄損測定

1.コンピュータ実習 ・Ｂ－Ｈ曲線とヒステリシスループ
2. 非安定マルチバイブレー ・直流電動機の速度制御

６月 ター作製実習 ・単相変圧器の特性試験
3.シーケンス制御 ・直流発電機の特性試験
4.ロボット制御実習 ・単相変圧器の負荷試験

・共振回路の測定
７月 ・フィルタ回路の周波数特性

夏季休業

・整流素子の特性と波形観測
９月 ・定電圧素子の特性

・プローニーブレーキの電動機試験
・返還負荷法による電動機試験
・トランジスタの静特性
・サイリスタの静特性
・三相変圧器の特性
・トランジスタアンプの特性

二 10月 【 実習Ｂ 】
学 １ コンピュータ実習
期 ・コンピュータの取り扱いを

修得し､各種のプログラムが扱
えるようにする。

２ 非安定マルチバイブレー
11月 ター作製実習実習

・トランジスタ回路の理解と
半田付けで発光ダイオード

12月 発振波形の測定をする。

冬季休業

１月 ３ シーケンス制御
・シーケンス回路を理解し､実
際の回路を製作する能力を養

三 う。
学 ２月 ４ロボット制御実習
期 ・アーム式ロボットを動作さ

せ､実際に制御できる能力を養
３月 う。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 F ００５

教 科 工業 科 目 電気回路 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 電気科 担 当 者

教科・科目 電気基礎は,電気・電子に関する他の科目で学ぶ事項の基礎となる重要
の目標 な科目である。そのために電気に関する基礎的な知識と技術を習得させ、

実際に活用する能力と態度を育てることを目標にしている。

使用教科書 実教出版 「電気回路１」「電気回路２」
・教材等 自作プリント

定期考査、提出物、授業に取り組む姿勢などにより次の観点で評価す
評価の観点 る。
とその方法 ①知識・技能

②思考・判断・表現
③主体的に学習に取り組む態度
以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。
（１）定期考査・小テスト
（２）課題
（３）授業に取り組む姿勢

電気現象を量的に取り扱う電気理論、および電気計測の基礎となる知
学習方法・ 識を理解させ、これらを実際に活用する能力を養うことを目標としてい
学習形態 る。このため、基本的な電気現象、電気回路のついての理解を確実にし、

計算能力を高めるとともに、応用事項にも触れ、基礎知識の定着に努め
る。

電気現象を量的に取り扱う電気理論の学習には、数学的な取り扱いが
留 意 点 重要であるので、基本的な数学の計算はもとより、数学を電気理論の中
そ の 他 で使いこなすことができるようにしていく必要がある。

また、技術者として電気の理論の学習のみに偏ることなく、電気現象
を理解したうえで、結果を求めていく姿勢が必要である。



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

交流の基礎 交流現象、および交流の波形、周波数、最大値、平均値、
４月 について理解する。 実効値について理解する

交流回路の計算 正弦波交流のベクトル表示。 ベクトル、複素数と複素平
記号法の基礎について理解す 面について理解する。
る。

一
学 ５月
期 記号法による計算 抵抗Ｒだけの回路、インダ
６月 クタンス L だけの回路、静

電容量 Cだけの回路につい
て理解する。静電容量の働

７月 きと位相について理解する。
①直列回路 ①直列回路②並列回路につ
②並列回路 いて、電圧、電流関係の計

算ができるようにする。
また、電圧・電流ﾍﾞｸﾄﾙ図が
書けるようにする。

夏季休業

三相交流 三相交流回路、および三相交 交流の諸量を複素数で表示
９月 流回路の構成方法につ いて理 しそれを用いて基礎的な計

解する。 算をできるようにする。

三相交流回路の電力について
理解させる。

10月 電圧、電流の関係を説明し、
回転磁界 三相交流による回転磁界の発 簡単な三相交流の計算がで

二 生の原理を理解させ、その応 きるようになる。
学 用例について説明する。
期 11月 各種の波形 非正弦波交流回路の電力

回転磁界の発生の原理を理
12月 解する。

電力と力率の計算が出来る
ようにする。

冬季休業

１月 電気計測の基礎 測定量の単位について理解さ 測定量の単位について理解
せると共に、測定に伴う誤差、する。
感度、測定値の取扱いについ

三 て理解する。測定機器の構成
学 ２月 ・原理・取り扱い方、波形の
期 ３月 各種の波形 観測などについて解説し、測

定についての基本を理解する。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ００６

教 科 工 業 科 目 電気機器 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 電気科 担 当 者

電気機器および電気材料に関する知識と技術を習得させ、実際に活用
教科・科目 する能力と態度を育てる。
の目標

電気機器 （オーム）
使用教科書 自作プリント
・教材等

定期考査、提出物、授業に取り組む姿勢などにより次の観点で評価す
る。
①知識・技能
②思考・判断・表現

評価の観点 ③主体的に学習に取り組む態度
と 以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。

その方法 （１）定期考査・小テスト
（２）課題
（３）授業に取り組む姿勢
特に知識・技能に対しては「電気回路」で学習した基礎的事項のうえ

に立ち、科目「電気実習」「工業技術基礎」「電力技術」「電子回路」と関
連させて学習できるようにし、身近な電気機器に気付かせ、見ることに
より、学習意欲を促進し、理解力を高め、応用力を向上させるように努
める。

教室において４０人授業

学習方法・
学習形態

科目「電気回路」の学習内容との関連をはかり、電気機器に関する基
礎をじゅうぶん理解させたうえに科目「工業基礎」「電気実習」における
電気機器に関する実験・実習との関連を考慮し、理論的な理解が十分え
られるようにする必要がある。

留 意 点
そ の 他



令和５年度学習進度予定表
期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標
一 ４月 直流器の原理と構造 直流発電機と直流電動機のし 直流機には発電機と電動機が

学 くみについて。 あり、それぞれの構造ならびに

期 直流機の構造、各部の名称 各部の名称、電機子巻線の方法、

を理解する。 重ね巻、波巻の違い、その特長

５月 を理解する。

直流発電機の性質と 直流発電機の性質（誘導起電 電気銅、ケイ素鋼の種類、使

取り扱い 力と電機子反作用） 用目的、性質を覚える。絶縁材

直流発電機の種類 料とその種類を理解する。

直流発電機の特性と取り扱い 起電力の計算が出来、電機子

６月 直流電動機の性質と 直流電動機の性質（回転速度、 反作用とその防止について理解

取り扱い トルク、出力） する 励磁方法による発電機の

直流電動機の特性 種類について知識を深める。発電

直流電動機の取り扱い（始動、 機の運転・停止の方法を理解す

速度制御） る。

７月 直流機の損失と効率 逆起電力と回転速度との関

定期考査 係、トルクと出力の関係、電機

子反作用について理解する。発

電機の種類について、特性、用

途を理解する。

電動機の運転、停止の方法を理解

する。

夏季休業
二 ９月 変圧器の原理とベクトル図 変圧器の種類と構造について 変圧器の構造を理解する。
学 また各部の名称を覚える。
期 理想変圧器の概念、一次およ

び二次の誘導起電力、巻数比
と電圧、変流比と電流の関係

10月 変圧器の種類と構造 変圧器のベクトル図 について理解する。励磁電流、
鉄損電流、磁化電流、負荷電
流およびベクトル図の基本を
理解する。

変圧器の電圧変動率 変圧器の電圧変動率、損失と 等価回路の計算を理解する。
11月 効率 短絡試験の方法、インピーダ

ンス電圧、ワットの持つ意味
損失と効率 を理解する。
冷却方式と絶縁油 変圧器の性質と変圧器の構造 定格の意味、損失の種類、最

と材料 大効率の意味とその条件。
12月 変圧器の冷却方法について

定期考査 理解する。
冬季休業
三 １月 変圧器の結線 変圧器の結線 単相変圧器の三相結線。
学 減極性、加極性を理解する。
期 単巻変圧器 単巻変圧器の構造、性質等の

理解。
２月 変圧器の試験や平行運転 変圧器の試験 計器用変圧器と変流器の構

および電圧の調整 変圧器の並行運転 造、特性の理解と結線方法な
電圧の調整 どを具体的に覚える。

三相変圧器の並行運転の方
３月 定期考査 法を理解する。並行運転の

効用と必要な条件を理解す
る。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 F ００７

教 科 工業 科 目 電力技術 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 電気科 担 当 者

電力施設・設備に関する工事、維持、運用および保安に必要な基礎的
教科・科目 な技術を習得する。
の目標

電力技術１（実教出版）
使用教科書 自作資料
・教材等

定期考査、提出物、授業に取り組む姿勢などにより次の観点で評価す
る。
①知識・技能
②思考・判断・表現

評価の観点 ③主体的に学習に取り組む態度
と 以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。

その方法 （１）定期考査・小テスト
（２）課題
（３）授業に取り組む姿勢
特に知識・技能については「電気回路」で学習した基礎的事項のうえ

に立ち、科目「電気実習」「電気製図」「工業技術基礎」「電気機器」と関
連させて学習できるようにし、身近な電力技術に気付かせ、見ることに
より、学習意欲を促進し、理解力を高め、応用力を向上させるように努
める。

教室において４０人授業

学習方法・
学習形態

科目「電気回路」の学習内容との関連をはかり、電力に関する技術の
基礎を充分理解させたうえに科目「工業基礎」「電気実習」における電力
技術に関する実験・実習との関連を考慮し、理論的な理解が十分えられ
るようにする必要がある。

留 意 点
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

発電方式 発電方式の種類（水力、火力、原子力） 発電方式の種類（水力、火力、原

４月 電力の需要と供給について、学ぶ。 子力）電力の需要と供給について理

水力発電 理論水力、水路式発電施設、ダム式お 解する

よびダム水路式発電ならびに流量と発 理論水力、水路式発電施設、ダム式

火力発電 電、水車の種類ついて学ぶ。 およびダム水路式発電ならびに流量

蒸気のする仕事、燃料と発熱量と関係、 と発電、水車の種類を理解する。

一 ５月 燃焼装置とボイラー設備について、蒸 蒸気のする仕事、燃料と発熱量と関

学 気タービンのしくみについて学ぶ。 係、燃焼装置とボイラー設備につい

期 原子エネルギー発生の原理、原子力発 て、蒸気タービンのしくみを理解す

電の種類と構成、安全性などについて る。

原子力発電 学ぶ 原子エネルギー発生の原理、原子力

６月 電気エネルギーの輸送では、損失を少 発電の種類と構成、安全性を理解す

なく、安定に、しかも安全に供給する る。

ことが大切である。ここでは送電方式 電気エネルギーの輸送では、損失を

について学ぶ 少なく、安定に、しかも安全に供給

７月 送電方式 するを理解する。

夏季休業

送電線路 電力は、架空送電線路や地中送電電線 電力は、架空送電線路や地中送電

９月 路によって輸送されている。これらの 電線路によって輸送されている。こ

送電線路の構造・構成・電気的特性に れらの送電線路の構造・構成・電気

ついて学ぶ。 的特性を理解する。

送電と変電の運用 定電圧送電の原理や送電線路の故障対 負荷が変化しても電圧が一定に保

策・保護、および省エネルギーを考慮 たれ、送電線路に故障が生じても停

10月 した運用について理解させる。また、 電することなく送電が続けられるこ

二 変電所の種類・設備の構成・機能など と理解する。

学 の基本的事項について理解させる。

期 発電所でつくられた電力が、一般家庭 発電所でつくられた電力が、一般家

配電系統の構成 やビル工場でどのように配られ、有効 庭やビル、工場でどのように配られ、

11月 かつ安全に使われているかについて学 有効かつ安全に使われているかにつ

ぶ。 いて理解する。

配電線路の 配電線路の電圧降下や電力損失、およ 配電線路の電圧降下や電力損失、お

電気的特性 び需要家における力率などの電気的特 よび需要家における力率などの電気

12月 性について調べる。 的特性を理解する。

冬季休業

１月 自家用電気設備 自家用受電設備における、質の良い電 自家用受電設備における、質の良

（電気施設管理） 力を確保するために必要な設備や、そ い電力を確保するために必要な設備

の施設の保守の方法について学ぶ。 や、その施設の保守の方法を理解す

三 屋内配線 低圧屋内配線に用いられる設計・材料 る。

学 ２月 ・工事方法保安などについて学ぶ。電 低圧屋内配線に用いられる設計・材

期 気事業法・電気設備技術基準・電気工 料・工事方法保安について理解す

事関連法電気用品安全法などについて る。

３月 電気関係法規 調べ、電気事業の重要性を知り、規制 電気事業の重要性を知り、規制の必

の必要性を学ぶ。 要性を理解する。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ００８

教 科 工業 科 目 電子回路 履修学年 ２年

単位数 ２ 科・系 電気科 担 当 者

半導体や電子回路などに関する知識と技術に加え、電子技術を通信シス
教科・科目 テム、画像通信および音響機器に応用する技術や電子計測の基礎的技術
の目標 に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てるこ

と。

電子回路 （実教出版）
使用教科書
・教材等 自作プリント

定期考査、提出物、授業に取り組む姿勢などにより次の観点で評価す
る。
①知識・技能
②思考・判断・表現

評価の観点 ③主体的に学習に取り組む態度
と 以上の観点別について（１）～（３）を用いて評価する。

その方法 （１）定期考査・小テスト
（２）課題
（３）授業に取り組む姿勢

ホームルーム教室における一斉授業を基本とする。教科書や自作プリ
ントを参考にしながら、板書による授業形態をとる。必要に応じて、現

学習方法・ 物を観察させたり、実験を見せ、興味を与えるようにする。
学習形態

科目「電気回路」の学習内容との関連をはかり、電子回路に関する基
礎を十分理解させた上に、科目「工業技術基礎」「電気実習」における電
子技術に関する実験・実習との関連を考慮し、論理的な理論が十分えら
れるようにする必要がある。

留 意 点
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

電子回路素子 原子と電子
４月 １ 原子の構造 物質の構造としての電子

２ 自由電子の正孔 と原子、自由電子、電気量
半導体 などを関連付けながら半導
１半導体の性質 体に関する基礎事項を理解
２真性半導体 する。

一 ５月 ３不純物半導体
学
期 ダイオード ダイオードの構造、働き、

１構造と図記号 特性を理解し、簡単な使い
２ダイオードの働き 方などについて理解する。

６月
トランジスタ ２種類のトランジスタの構
１構造と図記号 造、図記号、働き、使い方
２トランジスタの性質 など、違いを理解する。

７月

夏季休業

電界効果トランジスタ 前回のトランジスタの基
９月 １接合形FET 本構造との違いを理解する。

２MOSFET
構造、種類、特徴、用途

集積回路 などについて理解する。
１集積回路の種類
その他の半導体素子

増幅回路
二 10月 増幅回路の基礎 基本的な増幅回路の構成を
学 １トランジスタを用いた基本 理解し、その他の増幅回路
期 的な回路 について理解する。

２バイアス回路
３静特性と増幅回路の動作
４増幅度と周波数特性
５ h パラメーターと等価回

11月 路
６ＯＰアンプ

12月

冬季休業

１月
いろいろな増幅回路 １負帰還回路 音響、通信回路の基礎、物

２差動増幅回路と演算増幅 づくりへの応用について考
三 ３電力増幅回路 える。
学 ２月 ４高周波増幅回路
期

３月

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ０９

教 科 工業 科 目 課題研究 履修学年 ３年

単位数 ３ 科・系 電気科 担 当 者

工業に関する課題を設定し、その課題の解決を図る学習を通して、専
教科・科目 門的な知識と技術の深化、総合化を図るとともに、問題解決の能力や自
の目標 発的、創造的な学習態度を育てる。

特定の教科書は使用しない。
使用教科書
・教材等 各ショップで用意したプリントや資料。

１ 評価の観点

学習に取り組む姿勢

評価の観点 個人の課題に対する到達度
と

その方法 出席状況

提出物等

グループでの取り組みであれば協調性やリーダーシップなど

2 評価の方法

各ショップの担当者が必要に応じてその都度評価する。

１クラスを５つのショップに分けて、それぞれの内容について、担
当者が１年を通して指導する。

学習方法・
学習形態

実技を伴う内容があるため、安全面に十分留意する。

留意点 創造力を発揮する。
その他

規律を守る。



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

科研発表会の説明 発表会の意識をつける。
４月 屋内の電気設備等の研究 屋内の電気設備等について研 生徒自身の作成による年

究する。 間計画に沿って学習および
作業を進める。

アルディーノとプログラム C 言語と ArduinoUNO の特
の学習 徴や UNO を使った制御を学 計画については担当教員

一 ５月 習する。ノート型パソコンで に適宜アドバイスをうけそ
学 のプログラムでモータ制御を の目標達成をする。、
期 実施する。

生徒が自分の力でやり遂
エッチングパタ－ン図 回路図を見ながら、銅基板に げられたという、達成感を

６月 の作製 配線図を描き、部品を半田付 持つ。
けする基本のエッチングパ
ターン図について学ぶ。

電気機器の修理 家庭用電気機器の回路や構
７月 造について学習する。

夏季休業

照明器具の研究 生活に必要な照明機器の研究
９月 をする

生徒自身の作成による年
間計画に沿って学習および

スピーカボックスの製作 木工技術を学習しながらスピ 作業を進める。
ーカボックスの製作をする。
塗装を行い仕上げる。 計画については担当教員

に適宜アドバイスをうけそ
二 10月 プログラム制御 ArduinoUNOを利用した音声 の目標達成をする。、
学 プログラムや自動走行車両、

発光ダイオードディスプレイ 生徒が自分の力でやり遂
の制御を考える。 げられたという、達成感を

11月 持つ。
回路作製 課題研究の発表会に出す回

路を考え、銅基板の作製、半
田付け、発表の資料をつくる。

12月

冬季休業

１月 照明器具等の利用 新しい照明について考える。
自分のたてた計画に沿っ

スピーカボックスの製作 スピーカシステムを完成させ てやり遂げられたかどうか
アンプについて学習をする。 評価する。

三 全体的な調整を行い、電波伝
学 ２月 播についての学習をする。
期 スライドショーの制作 発表会の作品作製、発表練習

をする。
３月 電気機器の修理 家庭用電気機器の知識を深め

安全についても考える。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ１０

教 科 工 業 科 目 電気実習 履修学年 ３年

単位数 ３ 科・系 電気科 担 当 者

教科・科目 教室における専門科目の講義を基に、電気実習を通して電気理論の理
の目標 解を深め、基本的な知識、技術を身につけさせる。

使用教科書 自作テキスト
・教材等

評価の観点 出席状況、実習に対する取り組み（意欲・関心・態度）等を見る。
と 具体的な方法として、製作物、レポート提出を中心に評価を行う。

その方法

学習方法・ １クラスを５ショップに班分けして５～１０人単位で実施する。
学習形態 基本的に１ショップ４回でローテーションする。

留 意 点 実習、製作が中心となる科目で、出席することが重要です。定期考査
そ の 他 はありません。全ショップのレポートが提出されないと単位の修得が認

められません。また提出期限を守ることが大切です。



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

４月
電子分野における基本的な 各テーマにおける電子通信
実験・実習を行う。 実習装置の原理、取り扱い

方法を理解し、実習後デ
電気実習 Ⅰ トランジスタ増幅器Ⅰ ータを記録し、レポートを

一 ５月 （電子分野） トランジスタ増幅器Ⅱ 書くことにより、将来、電
学 光通信の基礎（デジタル・ 気技術者として社会に対応
期 アナログ） 出来る人材になる。

発信回路の特性
マイクロ波の特性

６月 サーボモデルの特性
オペアンプ
変調・復調回路の特性

７月

夏季休業

９月
電力分野における基本的な 各テーマにおける電力実習
実験・実習を行う。 装置の原理、取り扱い方法

を理解し、実習後データ
交流高圧実験 を記録し、レポートを書く

電気実習 Ⅱ シリコン制御整流器 ことにより、将来電気技術
（電力分野） 電力量計の特性 者として社会に対応出来る

二 10月 三相かご形誘導電動機の特性 人材になる。
学 三相同期発電機の特性
期 三相同期電動機の特性

模擬送配電線の電圧降下
模擬送配電線の地絡・短絡

11月

12月

冬季休業

１月

電気実習 Ⅰ（電子分野） 各ショップにおいて、これま 各実験・実習の結果に基づ
三 電気実習 Ⅱ（電力分野）での実験・実習を行った結果 き理解を深める。
学 ２月 の各ショップのまとめ のデータを基にまとめを行う。
期

３月

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 F １１

教 科 工業 科 目 電気製図 履修学年 3 年

単位数 3 科・系 電気科 担 当 者

製図に関する日本工業規格及び各専門分野の製図について基礎的な知
教科・科目 識と技術を習得させ、製作物、設計図などを正しく読み、図面を構想し
の目標 作成する能力と態度を育てる。

電気製図（実教出版）
使用教科書 電気製図関係資料、照明器具のカタログ
・教材等

１．評価の方法
評価の観点 ①製図作品

と ②授業態度・出席状況
その方法 などにより総合的に評価する。

２．評価の観点
① 作品内容の配置バランス
② 線の形と太さにおける正確さと濃度
③ 文字・図記号の正確さと濃度
など。

製図に関する基礎的な知識と技術を習得するため、製図例を通してか
学習方法・ き方を学び、図面を正しく読み、作成できる能力を育てる。
学習形態

図面を、正確に、速く、きれいに作成するため、基本を十分理解する
留 意 点 ことが大切である。
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

・規格や図記号など電気製図 製作図の作成において、基
４月 製図の基礎 に必要な知識を理解する。 礎的な事柄を理解し、正確

製作図 ・図面を作成するのに必要な な図面を書けること。
線・文字・記号などの書き
方を習得する。

５月 ・線の用法、図示の方法・尺
一 度と寸法記入、表題欄と部

品の書き方を習得する。
屋内電気配線

６月 製図コンクール作品作成 ・屋内配線、自家用変電設備、屋内配線における、コンセ
シーケンス制御施設の接続 ント回路、照明回路の基準
図などについて理解する。 を理解し設計する。

７月 造住宅屋内配線図』に取り
組み、図面を作成する能力
を養う。

夏季休業

製図コンクール作品作成 ・全国製図コンクール課題『木 製図コンクール作品作成
９月 造住宅屋内配線図』に取り

組み、図面を作成する能力
を養う。

10月

二 等角図 ・簡単な電気器具についてス 等角図法を理解する。
（ＣＡＤ） ケッチの技法を習得する。

・等角図法を中心として、各
11月 投影図を作成し、品物の実

形を正確に理解する。

12月

冬季休業

１月 ＣＡＤ ・ＣＡＤとそのシステムを理 ＪＷＣＡＤの基礎を理解し
（等角図） 解する 基礎的な製作図面を作成で

きる。
三 ２月
学

３月

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ１２

教 科 工 業 科 目 電気機器 履修学年 ３年

単位数 ２ 科・系 電気科 担 当 者

電気機器および電気材料に関する知識と技術を習得させ、実際に活用
教科・科目 する能力と態度を育てる。
の目標

新しい電気機器
使用教科書 自作プリント
・教材等

「電気基礎」で学習した基礎的事項のうえに立ち、科目「電気実習」「工
業基礎」「電力技術」「電子技術」と関連させて学習できるようにし、身
近な電気機器に気付かせ、見ることにより、学習意欲を促進し、理解力
を高め、応用力を向上させるように努める。

評価の観点
と 定期考査、提出物、授業中の態度などにより総合的に評価する。

その方法

教室において４０人授業

学習方法・
学習形態

科目「電気基礎」の学習内容との関連をはかり、電気機器に関する基
礎をじゅうぶん理解させたうえに科目「工業基礎」「電気実習」における
電気機器に関する実験・実習との関連を考慮し、理論的な理解が十分え
られるようにする必要がある。

留 意 点
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

同期機の種類と構成誘導起電 同期発電機の原理や仕組みを学ぶ。 同期発電機の原理や仕組みを理解す

４月 力 誘導起電力の大きさを中心に基本的な る。

電機子反作用と同期インピー 知識を定着させる。三相同期発電機の 誘導起電力の大きさを中心に基本的

ダンス 電機子反作用の特徴、特性曲線と自己 な知識を定着させる。三相同期発電

励磁の理論について学ぶ。 機の電機子反作用の特徴、特性曲線

同期発電機の特性 と自己励磁の理論について理解す

一 ５月 電圧変動率と自己励磁 同期発電機の無負荷飽和曲線、短絡曲 る。

学 並行運転 線、同期インピーダンス曲線を理解さ 同期発電機の無負荷飽和曲線、短絡

期 せる。これらのことから百分率同期イ 曲線、同期インピーダンス曲線を理

ンピーダンスおよび発電機の短絡比を 解させる。これらのことから百分率

同期電動機 求めることを学ぶ。 同期インピーダンスおよび発電機の

６月 短絡比を求めることができるように

三相交流発生の源である同期機として 理解する。

の三相交流発電機と同じ構造の同期機 三相交流発生の源である同期機とし

に三相交流を供給して利用する同期電 ての三相交流発電機と同じ構造の同

７月 総合問題とまとめ 動機を中心に学ぶ。 期機に三相交流を供給して利用する

同期電動機を中心に理解する。

夏季休業

パワーエレクトニクス 電力用の半導体素子が普及した経緯に 電力用の半導体素子が普及した経緯

９月 触れた上でこれらの原理、構造および に触れた上でこれらの原理、構造お

特性について学ぶ。 よび特性について理解する。

電気材料の役割について、電気機器の 電気材料の役割について、電気機器

絶縁材料、磁気材料 小形化、性能の向上は電気材料の進歩 の小形化、性能の向上は電気材料の

導電材料 に負うところが多いことを 進歩に負うところが多いことを

実例を用いて学ぶ。 実例を用いて理解する。

二 10月
学
期

半導体材料 半導体の種類、性能、等を学ぶ。 半導体の種類、性能、等を理解する。

11月 総合問題とまとめ 問題とまとめ

小形直流モーター 小形の直流および交流モーターおよび 小形の直流および交流モーターお

小形交流モーター ブラシレスモーターのしくみや原理を よびブラシレスモーターのしくみや

ブラシレスモーター 学ぶ。 原理を理解する。

12月

冬季休業

１月 ステッピングモーター ステッピングモーターの意味、動作原 ステッピングモーターの意味、動

リニアモーター 理からみた種類について知識を深める 作原理からみた種類について知識を

三 リニアの意味、代表的な種類について 深める

学 ２月 総合問題とまとめ その構造と動作原理、応用などの知識 リニアの意味、代表的な種類につい

期 を学ぶ。 てその構造と動作原理、応用などの

３月 総合問題とまとめ 知識を深める。

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ１３

教 科 工 業 科 目 電 力 技 術 履修学年 ３ 年

単位数 ３ 科・系 電気科 担 当 者

電力応用（主に照明、電機加熱、自動制御）に関する知識と技術を
教科・科目 習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。
の目標

使用教科書 電力技術２ 電力の利用と制御（実教出版）
・教材等 自作資料等

定期テスト、学習態度、関心、意欲、提出物等を総合的に判断する。

評価の観点
と

その方法

教室において４０人授業

学習方法・
学習形態

科目「電気基礎」の学習内容との関連を測り、電気機器に関する基礎
を充分理解させた上に科目「電気実習」における電力技術２に関する実
験・実習との関連を考慮し、理論的な理解が十分得られるようにする必

留 意 点 要がある。
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

照明 ・照明の基礎 照明における光束・光度・
４月 ・光源 照度と、その単位などの基

・照明設計 礎的な事項や合理的な照明
設計を行う方法を理解する。

電気加熱(電熱)) ・電熱の基礎 熱の性質や電熱についての
一 ５月 ・各種の電熱装置 基礎的な事項と電熱装置、
学 ・電気溶接 電気溶接について理解する。
期

自動制御 ・自動制御の概要 自動化の技術、すなわち自
６月 ・シーケンス制御 動制御に関わる装置の概要

と、制御の理論を理解する。

７月

夏季休業

自動制御 ・フィードバック制御
９月

コンピュータによる制御 ・コンピュータと制御 コンピュータによる制御の
・制御用コンピュータ 概要と、関連する技術につ
・コンピュータによる制御 いて理解する。

二 10月
学
期 電気化学 ・電池 化学エネルギーを電気エネ

・表面処理 ルギーに変換する電池や電
・電解化学工業 流の化学作用による電気め

っきや電解化学工業などに
ついて理解する。

11月
電気鉄道 ・電気鉄道の特徴と方式 電気鉄道の特徴や浮上式鉄

・鉄道線路 道の構成などについて理解
・電気車 する。

12月

冬季休業

１月 その他の電力応用 超音波とその応用 超音波とその応用、静電気
静電気現象の応用 現象の応用などについて理

三 その他の電力応用 解する。
学
期 ２月

３月

春季休業



和歌山県立和歌山工業高等学校（全）通し番号 Ｆ１４

教 科 工業 科 目 電子技術 履修学年 ３年

単位数 ２ 科・系 電気科 担 当 者

半導体や電子回路などに関する知識と技術に加え、電子技術を通信シス
教科・科目 テム、画像通信および音響機器に応用する技術や電子計測の基礎的技術
の目標 に関する知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てるこ

と。

電子技術 （実教出版）
使用教科書
・教材等 自作プリント

・評価の観点
電子技術に関する知識と技術の理解と関心
実社会における電子技術の役割についての理解
電子技術に関する計算能力

評価の観点
と ・評価方法

その方法 授業態度や出席状況
課題やノートなどの提出状況およびその内容
定期試験（中間･期末）の結果

ホームルーム教室における一斉授業を基本とする。教科書や自作プリ
ントを参考にしながら、板書による授業形態をとる。必要に応じて、現

学習方法・ 物を観察させたり、実験を見せ、興味を与えるようにする。
学習形態

科目「電気基礎」の学習内容との関連をはかり、電子技術に関する基
礎を十分理解させた上に、科目「工業基礎」「電気実習」における電子技
術に関する実験・実習との関連を考慮し、論理的な理論が十分えられる
ようにする必要がある。

留 意 点
そ の 他



令和５年度学習進度予定表

期 月 学 習 項 目 学 習 内 容 到 達 目 標

有線通信システム 電話機の原理と構造につい
４月 １電話機 て理解する。

２電話交換
３通信線路
４伝送理論
５通信の多重化

一 ５月 無線通信システム 電磁波と電波の関係、電波
学 通信システムの基礎 １電波とアンテナ の伝搬と電離層の関係および
期 ２各種の無線通信 アンテナの役割・種類・用途

３無線送信機 について理解する。
４無線受信機

６月 データ通信システム ディジタルデータの伝送およ
１データ伝送 び交換に関する基本的事項に
２ディジタルデータの交換 ついて理解する。

７月 ３コンピュータを用いた通信

夏季休業

音響機器 音波の発生と空気圧の変化、
９月 １音波の性質 縦波と横波の違いについて理

２聴覚の性質 解する。
３マイクロホン 音圧と音圧レベル、音速と
４スピーカ 音波の波長について理解する。

10月 ５オーディオアンプ
音響・映像機器の基礎 ６CDプレーヤ

二 ７その他の録音機器 可視光線の波長と色の関係
学 映像機器 を理解する。
期 １光の性質 比視感度曲線と光の三原色

11月 ２視覚の性質 について理解する。
３ビデオカメラ
４ビデオレコーダ

12月 ５ディスプレイ装置
６その他の画像機器

冬季休業

１月 高周波基本計測 コイルや直線導体に流れる
１表皮効果・漂遊容量・漂遊イ 電流が高周波になると、なぜ
ンダクタンス 表皮効果・漂遊容量・漂遊イ

三 ２高周波電流の測定 ンダクタンスが生じるか、と
学 ２月 ３高周波電圧の測定 いうことを理解する。
期 ４高周波電力の測定

５高周波インピーダンスの測定
３月 電子計測の基礎 電子計測器 ディジタルマルチメータの構

１ディジタルマルチメータ 成を理解する。
２ディジタル周波数計
３ディジタルオシロスコープ
応用計測 センサとは何か、人間の五感
１センサの役割 と対応させて理解する。
２各種のセンサと応用

春季休業


